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改善・取組

みの背景と

課題 

労働衛生保護具は化学物質の種類に応じ、適切な防護性能があるものを選定する

必要がある。 

某事業場では作業管理を行う中で、保護具着用管理責任者(以下 責任者)だけでは

保護具の選定が難しく、作業者においても保護具の正しい知識や使用方法に関する

理解が不足していることが課題として挙がってきた。 

 

改善・取組

みの着眼点 

 化学物質を使用している全職場に適切な労働衛生保護具の重要性を伝えるため、

事業場の特殊健康診断で受診者が最も多いイソプロピルアルコール(以下 IPA)につ

いて下記の支援を行い、横展開を目指した。 

 IPA の透過性を可視化することで、適切な化学防護手袋を選定し、正しく着用す

ることの重要性を認識できるようにした。 

  

 

 

 

改善・取組

みの概要 

〔支援前〕 IPA 使用者(67 名)へアンケート調査を行い現状について確認 

工程 実装ライン 製造工程 他 

人数 16 名 51 名 

IPA 作業の詳細 ウエスを使い、メタルマスク

を払拭する作業 

ウエスを使い、金型や部品等を

払拭する作業 

IPA 使用量 約 7㎖ / 回 約 0.5 ㎖ ～ 1 ㎖ / 回 

IPA 使用回数 平均 4～5回 / 日 1 回/月～10 回/日まで使用回数

は作業者によってばらつきあり 

 

〔支援〕 

１  作業者、責任者、安全衛生部門の意見及び社内使用条件に合う適切な化学防護

手袋を具体的に提案した(図 1) 

労働衛生保護具の選定方法については、安全衛生部門と責任者に対し、ケミカ

ルインデックスや労働保護具の性能一覧表を用い助言した 

２  職場にある手袋と今回提案する手袋について IPA の透過性を気体検知管を用い

て測定し、各手袋の中から検出された IPA を可視化した 

※アンケートの結果から当該作業時間が平均 6分以下のため、独自に測定時間 

は 10 分後とした。 

３  ２の結果をもとに、適切な化学防護手袋を着用することの重要性を伝えること 

にポイントを絞った労働衛生教育を特殊健診の機会を活用して実施した 

４  支援後に IPA 使用者へ適切な手袋の使用についてのアンケート調査を実施し、

結果については取組みの進捗とともに都度作業者、責任者、関係者と共有した 

５  労働衛生保護具の重要性を伝承するため、支援３の資料を安全道場内に掲示し

た(図 2) 
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効  果 

 作業者への教育を含め、様々なステークホルダーの合意形成により、従来使用し

ていた手袋よりも安全性の高い化学防護手袋を選定・設置し、作業者の納得のもと

結果的に 100％(アンケート結果より)の着用に至った。 

 

【着用率】  

適切な化学防護手袋を着用する作業者の割合 100％  

各手袋における IPA の透過性を可視化したことで、適切な手袋を選定し着用す

ることの重要性が作業者と責任者へ伝わり、職場内に適切な手袋が設置され使用

されるようになった。 

  作業者の意見も聞きながら選定を行ったことで、「自分に合うサイズの手袋を

着用でき、作業性がよくなった」という声が多く聞かれた。 

 

【保護具の選定】 

 他の化学物質に関しても職場で労働衛生保護具の見直しが行われるようになった 

職場から安全衛生部門に対し、労働衛生保護具の選定について確認や相談が入

るようになった。また、職場内で交換頻度を含めた正しい着用方法について労働

衛生教育が継続的に実施されるようになった。 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

・化学防護手袋の選定に当事者である作業者が参画することは、効果的な改善につ

ながる。 

・気体検知管を用いた透過性チェックは現場で行える簡易的な方法である。その場

で可視化することが可能なため保護具の交換頻度を検討する際にも活用できる。 

・産業保健職は、健診や作業環境測定の結果を総合的にアセスメントできる立場に

いるため安全衛生担当者とともに作業管理の改善に参画し効果的な改善を提案で

きる可能性がある。 
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〔図 1. 適切な化学防護手袋の提案〕 〔図 2. 支援３の教育資料〕 

 


